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　本村は、古くから「東濃ヒノキ」の主産地として良質な木材生産にこだわり、林業を村の基幹産

業として発展してきました。本村にとって林業は、将来にわたって持続し伝えていくべき重要な産

業であると考えます。また、森林には木材生産の機能だけでなく、土砂災害防止機能や水源涵養機

能、地球環境保全機能などの様々な機能の発揮が求められており、それは本村にとってだけでなく、

持続可能な社会の実現に向けた要請でもあります。

　そこで、本構想は、

　●第一の方針として、

　●第二の方針として、
　

　そして、これらの方針は、地域や人の協力・協働のうえで成立するものであるため、

　●第三の方針として、

　としました。

　本村における 100 年の森林づくりは、これらの方針により、村そして社会の発展に繋がる森林づ

くりを目指します。

１．方針
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東白川村「100 年の森林づくり構想」
－方針－
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２．取り組みの概要

　方針に沿った森林づくりを推進するために、以下の取り組みを実施します。

　人工林が広がる本村では、かつていたるところに植林されたすべての人工林を適正に管理し、良

好な森林を維持していくことは現実的に困難です。また、人工林が大部分を占める現状において森

林の多面的機能を発揮させるには、人工林の多面的機能を高めること、そして多面的機能が高い広

葉樹林等を形成していくことが望まれます。

　限られた資源（リソース：ヒト、モノ、カネ）の中で、良質な木材を生産し収益を上げながら林

業を持続するとともに、さらに森林の多面的機能を発揮していくためには、資源を適正に配分し、

効率的・効果的に森林を整備していくことが必要となります。そこで、それぞれの森林に対して、

目的に応じた目標区分（ゾーニング）の設定を行います。

　村内の森林を「木材生産を主目的とし、かつ多面的機能が高い人工林の育成を目標とする『木材

生産林』」、「多面的機能の発揮を目標とする『環境保全林』」に区分し、区分に応じた森林整備を進

めていきます。なお、森林の目標区分の設定については、森林の育成状況や社会情勢の変化などを

考慮し、必要に応じて見直していきます。

 「木材生産林」または「環境保全林」の整備・育成にあたっては、一律な施業・管理ではなく、森

林の様々な状況（構成種、成立本数、林齢、下層植生の状況、地形、林道からの距離等）を考慮し

た適切な施業が必要です。状況に応じた施業は合理的であり、「木材生産林」や「環境保全林」への

効率的・効果的なアプローチであると考えます。

　また、施業においては、「木材生産林」、「環境保全林」の目標達成を目指して、「大規模皆伐はし

ない」、「間伐を繰り返す長伐期施業を主とする」、「良質の木材生産として枝打ちを実施する」、「切

捨間伐を極力抑える」を基本方針として施業を実施します。

 『大規模皆伐』は土壌機能の低下を招き、土砂災害防止機能や水源涵養機能が低下します。また、

木を植えて下刈りするといった保育経費（再造林経費）が莫大となり林業経営を圧迫するため、大

規模な皆伐は望ましくありません。『間伐を繰り返す長伐期施業』は、間伐材を収入源とするもので

あり、間伐により下層植生が豊かになるとともに、大径木の育成により炭素貯蔵機能が向上すると

いう利点があります。『枝打ち作業』は、近年、節のない材の需要が減少しているため、省略されて
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いることが多い施業ですが、本村では東濃ヒノキとしての良質な木材生産を目標とするため、極力

実施していきます。『切捨間伐』は、間伐後、材として収穫せずに林地に放置していくもので、放置

された材は腐朽により炭素を放出してしまう弊害があります。収穫した材を有効活用し、できる限

り長期にわたって使用することにより、炭素の放出抑制に貢献することが望まれます。

　国内の山村地域では過疎化や高齢化が進んでおり、所有者不明の森林の増加、林業労働力の不足、

低い労働生産性、高い労働災害発生率などが課題として指摘され、本村でも同様の問題を抱えてい

ます。今後、これらの問題を解消し、自立した林業と多面的機能を発揮する森林整備を実施してい

くためには、効率的・効果的な手法を積極的に取り入れていくことが必要です。

　近年、様々な業種において ICT（情報通信技術）の導入・活用が行われており、効率化・省力化

が進み、低コスト化が図られています。林業においても、新たな手法として ICT を活用した「スマ

ート林業」という考え方があります。林野庁では、ICT 等の先端技術を駆使し、生産性や安全性の

飛躍的な向上、そして需要に応じた高度な木材生産性を目指したスマート林業を推進しており、各

地で取り組みが始まっています。

　本村においても、将来に向けた 100 年の森林づくりの取り組みとして、スマート林業を積極的に

推進していきます。
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